

























えられて,都 市には新 しきショップセンターや商店街が建設され,店 舗は街の明りとし
て,都市のショーウイン ドとして,都市造成に重要な存在価値を認められ,新 しく建設さ
れる商店街は,単一の麗 しさより集団の美 しさを求め,個 々の店舗の良さと共に商店街全
体として,統 一ある良さを望むようになって来た。そして一商店街の責任は同時に,都市
全体への責任まで も付き纒って来ている。建物は無論不燃の対火構造である以上,固 定 し
て不変であるが,店 内の空間構成 については自由であり,またそうあるように計画すべき
ものでなかろうか。
商店の経営は社会の進展につれ,常 に変りゆ くので小売商店街の場合,特 にその一単位





















一般に文房具と言っても一般事務用AR学 校用品 ・家庭用品とに別れて居るが,現 在小
売店ではこれらの商品を並列販売 している。そしてその品種の主なるものは,消 耗品(従
来の筆墨用紙 ・伝票 ・帳簿類の所謂名指し商品)及 び機械 ・器具とであるが,機 械類とし
ては事務用機械(近代的文房具)書 く機械(印 ・書 ・謄写 ・複写)数 える機械(計 算 ・加
算・集計)仕 訳する機械(分 類・調合)調 べる機城(照合分類)整 理する機械(切 る ・貼る
・綴る・包む)運 ぶ機械(伝達 ・連絡 ・運搬)な どで,器 具類としては事務用具(事務用















ンドの競争時代を出現 し,工場から消費者へと出来るだけ無駄な く流 し,代理店による系




メーカーは直接顧客に宣伝 して,よ くそれぞれの商品を認知 させ,また小売店はメーカー
の特約卸店問屋と一環 した取引店から商品を仕入れる関係で,メ ーカーは直接売れ る商




るにつれ,経 営管理の仕事には事務と言う役務を通 じて,経 営の合理化近代化が企画さ
れ,同時に事務の合理化近代化に及んでいるのである。また近代社会のあらゆる機構は事
































的であったが,文 房具が社会の文化商品として,教 育関係事務関係の進展につれ,こ れが
消費の増大と,科学技術の発達に伴う新 しき商品の登場量産は,新 しき経済機構による一
般企業の経営管理の発展と呼応して,文 房具の実体も 新 しきデザインの精密機械的な,
高性能の事務用商品に変移しつつある現状とな り,旧来の名指商品の現物管理的店舗であ









て,售 員其他の通路を設け,こ の通路以外の建築制限空地は,店rn.の奥東端に集注 して
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せ言わばがら麓 う鍵 物で・ 醐 と住まいとの境輅 階とも鰍 壁と防ノ、扉にて嬲
し註 まい嚇 子を騨 から睨 えなt・ようにした,そ して他の間砌 壁1ま,nて内Yu
装が可能な様に木造 としたのである,
1納の辮 贈 通店の経獣 儲 ・繭 品の種類などを鋤 し,騨 鉱 さと客の出入平
均鞴 買鱒 を騨 として緬 すべきであるが,蛎 貼 の嫗 齢 嬾 類非常に多き割
合 名指品が大半砧 め・齪 瑠 騰 間が少く客の出纈 繁な瞞 に於ては
,出入口の開
鍍 を前述卿 く広くしたのである・また入・中央やや左勧 雌 と北酵 付概 の広

















































店 舗 と住 ま い の イ ン テ リヤ
ー階店舗の前半は商品陳列場 ・客用表階段 ・エレ/べ一ター室 ・化粧室をとり,後半は内








































こと,前述の通りであるが,現 在では客室 ・居室 ・食事室 ・厨房 ・化粧室 ・浴室 ・便所 ・




ここは言 うまでもな く椅子坐式の100平方米 ・..,...,
ばかりの広間で,絶 えず営業と関連する色々
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グ リーン色の塗料を吹きつけ,天井は壁面よりやや濃いブノレー 色 とし,これに目地付き板














四階の後半は中央に廊下を挾んで,客 用の床面坐式の座敷 ・茶室 ・水屋の間 ・小玄関な
どをとり,座敷の東西入側を隔てて,京都東山の全景が一眸の内に納 り客への風情を添えて
いる。また客間と次の間との界い襖をとり外すと広間とな り,控えの間と共に茶会の集い
や,活 け花の催しにも好適の会場 とな り,時には書道や歌道の集いにも使い勝手のよい座
敷であり,またこの部屋は凡て丸太造 りの数寄屋建築で床の間や書院のついた,言 わば新
しい広間の静和室で もあり,幸い四階であり南側の隣接店舗は今のところ二階建なので,
南側に面 した次の間の窓から空地を隔てて,南光線が十分差 し込んで,暖房の設備 も不必
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え・て部屋鞍 定させ清 畳や鳥の子襖の柔い明度とよき対照轗 じさせる.こんな平凡
な素材の色調縦 来の文麒 を取扱う臨 の客室には樋 去の概念に囚われているのかも
知れないが捨てがたいものがあるので,店主の嗜好とは言いつつも,特 に変った色調を考
えなかったのである。
商 品 の 展 示
一般文房具の陳列計画については客が買うとする数多き商品を
,明確に分別 してショー




所謂名指文房具類は学校用 ・会社用 ・家庭用等何れの商品も,その大 さも小さく不揃い
で陳列映えもな く,メ ーカーの大量生産は自然小売店に,大 量販売を強要することとな
り,ややもすると商品のスrッ ク場的な陳列に陥 り易 く,店内は客が買物を楽しむムード
に乏 しくなりがちである。そこで商品の明確な分類に従 って客の選択に便利な,整理と整
頓とめ内に見出さる美 しさをもつ,陳列棚陳列ケースの設計が必要となる。然 も店内と商









商品の,シ ョーケースを所どころに配置 して,陳列 に変化とアクセントをつけることとし
た。
近時米国のスーパーマーケット・システムは我国の百貨店と言わず,小 売店 と言わず従





























度の研究や,上下左右に人々の手力涎 し届 く極限の人体寸法の関係鯲 て洛 にも韻 に




































台を用い,棚 は塩地板 ・金網 ・硝子板などを商品によりそれぞれ用い,鉄の角バーの網建
て とし通路を広く感 じさせるため鉄角バーの脚をつげ,陳列台を床より20糎余り高 くして
台の下に空間をつ くった。(第2図 参照)ま た精密機械文具高級商品はそれぞれ商　aに適
応する形の硝子ケースに展示したのである。ただアイラン ドケースなどの移動によって店
内のムー ドを替える必要もあるが,軽 率な陳列の転換移動は客に迷惑 とな り,信馬を失す
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る湯含もiじ るのでその慎重さは常に考慮が必要である一






効集もかなり低調な ものが多い現状で,多 少とも心して店舗照明と取 り組む時には,層他店

































色螢光灯を用いたのであるが,ブク セシトがなぐ陳列が単調に見えるので,ダ ウンライ ト






店内照明にムラのない照明は柔いムー ドをつ くるとは言え,商 品の性格によっては展示
に適当な影を取扱 うと,商品の量感と立体感を高め,指向性の光源によって生ずる明暗の
心地よい変化は,商 品の形態や素材に対 して美しい快い感情を客に伝え,商 品に魅力を与
え店内のディスプレーに訴求的な効果をもたらすものである。然し深い陰影の不気味さは
かえって店内に最 も不快な雰囲気を生ずるものであり,従来扁平な紙製品を多 く取扱って





面より投光器によって 照射 しているので,非 常に遠方から白く赤 く浮き上って見えてい
る。建物正面に外観とはマッチしない大きなメーカーの照明看板が,系列化販売の関係に
よってあげられているが,当 初設計者として一応問題にしたのではあるが止むを得なかっ
た。こうしたメーカーの照明看板はいつれの小売店舗にもつきまとう今後に残る問題では
なかろうか。
以上は設計を依頼された青谷貞治の文房具店舗の計画に際し,過去に経験した店舗の建
築と現在考えている文房具店に対する構想とを,こ の建物に表現 したのであるが,旨今ここ
にその大要を思い出つるままに書き記 したのである。店舗のインテリヤ ・デザインや色々
な陳列棚陳列ケースの詳細については,他 日に譲ることとする。願わくば会員諸兄の御批
判と御指導を賜わらんことを。尚この設計に対 し色々と助言下さった社長青谷貞治氏に対
し深 く敬意を表するものである。
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